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コトンラット糸状虫 Litomosoidescariniiに関する研究

第 2報 糸状虫戚染コトンラヅトの戚染経過及び病変について

若杉幹太郎

東京大学伝染病研究所寄生虫研究部（指導佐々学助教授）

（昭和32年 7月23日受領）

まえがき

糸状虫上科 Filarioideaに属する線虫類はひろく人畜

にさまざまの種類が寄生し，我国ても人のパンクロフト

糸状虫は南部に多数の患者をみるほか，マレ一糸状虫の

存在もたしかめられ，まえ牛，，I.~，犬，山羊などにも病

害の著しい種類がある。

筆者は，こ札等糸状虫類の基礎研究に最も利用価値の

たかい，コトンラット糸状虫 Litomosoidescarinii・ (Tr・

avassos, 1919）について，我国てはじめてその実験的研

究を行い，その成績の一部はすでに報告したが， ζ 〉に

はその後2年間の研究効果のうち，とくに宿主に於ける

感染経過や病変についての所見をまとめてここに報告す

る。

なお， ζの寄生虫は古く TravassosUとよりリスの 1

種 Sciurussρ．より発見されたものであるが，ょうやく

近年になって南米産のコトンラット品旨modon hゆidus 

にイエダニを媒介者として感染させうることが判明し，

我国には1913年 8月に米国の Scott教授よりスタムが当

研究室に贈られたものである。筆者はコトンラットが糸

状虫の宿主として最も小形て実験室内て取扱いが使であ

るととから，我国においても糸状虫の研究材料としてと

れを利用するととを志し，コトンラット及びイエダニの

飼育繁殖にある程度成功し，かっ感染経過を多数の材料

につき明らかにした次第である。

実験材料

使用コトンラットは，実験動物中央研究所，武田薬品

から分譲されたもの，及び乙れ等を当研究室と獣疫部
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て繁殖しえものである。これ等に，前記 Dr.J. Allen 

Scottから送付された糸状虫仔虫感染イエダニを附着さ

せて感染を行い，さらに本邦産イエダニを用いて今日ま

で10代計57頭に感染させえた。剖見頭数は， 10頭，うち

4頭について病理組織標本を作製し顕微鏡的検査を行っ

た。染色はすべて，鉄 ・ヘマト キシリン ・エオジン染色

によった。

感染経過

既感染コトンラットの飼育箱内に繁殖させたイエダニ

に，感染型f子虫の存在を確認して後， 18頭について感

染実験を行った。 2頭（11%）をのぞく 16頭（39%）は

イエダニ附着後，最短 50日，最長 78日，平均 64日て、末

第1表感 染経過

ネヅミ
既感染イエ mfを初め

（着ダ＝から
番号

ダニを附着 て流血中に の経過日数）
させた日 認めた日

C-R54 1. 7 3.24 (73日）

55 1. 7 3.12 (61日）

56 1. 7 感染せず

57 3.7 5.23 (76日）

59 3.7 感染せず

60 3.27 6.68 (70日）

62 6.28 8 22 (55日）
63 6.28 8.22 (55日）

64 6.28 9.14 (78日）

65 7.28 9.16 (50日）

66 7 .. 28 9.16 (52日）

68 7.28 9.18 (52日）

69 7.28 9.18 (52日）

70 8.14 10.12 (59日）

71 8.14 10.15 (62日）

72 8.14 10.15 (62日）

73 8.24 10.25 (62日）

74 8.24 10.28 (65日）

( 78 ) 
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第 2表 コトジラット体内の糸状虫体寄生状況

ネヅミ 寄生虫体 胸腔腹腔性比
番 号感染確定日 苑亡日 経過日数総 数 雄 雌 寄生数寄生数 （雄 ：l堆）

20 30. 3. 3 30 .11. 23 264 708 258 450 676 32 1 : 1. 7 

25 30.2.28 30.7.7 131 338 118 220 338 0 1: 1.9 

27 30.4.9 30. 7 .8 91 46 12 34 46 0 1 : 2.8 

28 30.4. 9 30. 7 1 84 255 78 177 241 13 1 : 2.3 

29 30.4.11 30.6.30 80 15 5 10 15 0 1: 2.0 

30 30.6.7 30 12.14 191 197く 169 28 

33 30.6. 7 30.6.25 19 7 2 5 7 0 1 : 2.5 

37 30.9.12 30.12.15 95 13 4 9 13 0 1: 2.3 

40 31.8.20 31.12.30 133 26 9 17 26 0 1: 1.9 

43 31.9.11 31.12.30 111く 64< 30< 34く＋＋

〈：表中の日数虫数以上を表わす。

梢流血中にミクロフィラリア〈以下 mfと略す〉を証明

した。感染後約 3ヶ月間は，コトンラットは感染I清に比

して特に変化を示さず摂食Eも全く同じである。 しか

し凡そ平均 4 ヶ月位たつと，次の様な症状が認めら，i~

G。

先ず摂食2が減少する。

立毛が苫明となり運動不活溌となる。

顔貌が浮陀状を呈する。

体は法状にうづくまり歩行蹴跡，簡単に横転，横臥し

ょ平翼呼吸，痘慢をおとすにいたる。死期には鼻出血を認

めるととが多い。剖見ラットの感染確認から死亡までの

期間は最短19日，最長 264円， 平均 119.9日て、あった。

解剖までの死後経過時間は直後から約24時間以内て，組

織標本の作製は死亡直前及び直後のものを選んだ。

体内の糸状虫寄生状況

寄生部位：全例胸腔内寄生，とのうち 4例は腹腔内に

も寄生してい疋。とれ等はいづ，11,も他の 6例に比し胸腔

内寄生虫数が多く， 708, 255, 197以上て、あった。胸

腔内ては附隔膜肋膜面上に寄生し，とくに背例角にくず

糸の塊の様にうごめいていた。

寄生虫体数：虫体総数は最高 708，最低 7，平均 156.2

であった。胸腔内寄生数は腹腔内容生数よりはるかに多

く，約 6倍から21倍，平均15.6倍にも及び，本来の寄生

部位は胸腔であり腹腔は異所的なものと推定された。

寄生虫体の性比：雄虫は雌虫に比してかなり小さい

〈約！／.）たウ見落しも考えられるが，何れも雄虫1に対し

て雌虫 1.7～2.8 平均 2.2て，約2倍程雌虫が多かっ

た。

寄生虫体数と末梢血液内 mf数との関係を示すと，例
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えば約2000疋の成虫保有例ては，血液濃滴標本10×40倍

l視野平均26.0mf，同じく 707: 7. 7 ' 26 : 18. 9, 197 

: 3.4 ' 15 : 1.0 ' 13 : 1.9て、，極く大略ではあるが寄

生数の多いものは mf弘多い傾向が見られた。

解剖所見

解剖コトンラット総数10頭，う：； 4頭について病理学

的検査を行った。

肉眼的所兄

心臓： 10頭中 2頭に心霊水腫を認め土。心霊のタ卜見は

梢々白濁した球状を呈し，内容は約 1ccの黄色透明な法

~ 1¥液て，他の 1例も同様でわった。まえ l頭は縦隔膜部

に漫1重様の新生物を認め，Eが寄生虫体によるか否かは明

らかではない。心霊表面は極めて小さい白色の突起を認

めるものがあり ，EらEらとして器質化した線維素の附

活を思わせた。心筋その他は肉眼的；こは特別な所見が兄

られなかった。

肺臓：肺肋膜面は白色に混濁し処々に紙毛様の線維点

性附活物を認めた。膜は全体に肥厚を呈した。少数虫俸

の寄生した 1例て成虫が恰も蚊取線香様に渦を巻いて，

線維素性物質に包まれた状態て死亡していた。かかる器

質化途上を思わせる虫体あるいは石灰化虫体は他の 1例

ても見られたが，大部長トが容易に腔内て牙離しうるもの

ばかりであった。肺割面は特に異常を認めなかった。

肝臓：肥大したものも認められた。表面の粗なもの，

色調が梢々灰黄色を帯び脂肪変性を思わせるものが 1部

に見られた。

腎臓 ：大きさ，形態左右ともに変化なく ，表面平滑，

色調も正常なもののみであった。

牌臓：肥大を認めたが，色調，硬度などは特に異常と
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は忠われなかった。

皮府， 脳， H卒臓， 円腸， ’；~丸，卵巣，子宮，何札も病

変を認めなかった。

顕微鏡的所見

心臓 ：肉眼的に認められた心股表面の乳鴨様隆起は，

顕微鋭的には図の様な線維性組織で，心膜の肥厚したも

のであった。 mfは血管内，毛細血管内のみならず心組

織のいたるととろに見出され，筋質内の mfを中心とし

た退行変性像有認められ，心タ卜脱の肥厚とともに組織球

性細胞の増殖があり，大動脈のっけねには，かなりの強

い単核性細胞浸潤が認めbれた。

肺臓 ：肋膜は繊毛様の，細胞に乏しい組怒な結締織の

突起が多数見られた。とのおくには血鉄素も 認められ

る。 血管内には多数の mfがちり，大血管の 1部には血

栓があったが，その中には mfは認、ニむなかった。淋巴！陀

は拡大したものが多く，その中にmfを認めるものも払

った。肋膜下組織内にさ mfが認められた。 石灰沈芦も

2り，その近辺には mfヰ多数存在したが石灰化えの移

行像は見られなかっに．

肝臓 ：軽度の脂肪化のみで，人における中心静脈周囲

．の萎縮， 壊死などは認められなかった。

脳 ：脂肪様， まだら状の粗業主なところが見られたが

mfによるものか否かは明らかでない。

皮底 ：筋肉，骨，甘腸，宰丸，子宮，卵巣，牌臓，何

れも変化なし。

考察

mfの体内分布状態云，はじめて調べた Manson

(1899）は血管内血液中（こ多数の mfを発見したにも抱ら

ず，臓器中には少しとくに牌臓には全く ζれを見ないと

いっている，かかる報告は Rodenwaldt(1908),Lieman 

(1903）， 林（1908）その他により追試され殆ど同様の成

績が得られている．コトンラッ トてはζ の度の少数剖凡

例ても同様の傾向が見られ，肺血管内，心血管内に多数の

mfが存在するにも抱らず，肝牌？？では全く認められなか

った。コ トンラットにおける病変は主として，心臓肺臓

に限られ，とくに心膜，肋肢の肥厚， 繊毛様突起形成が著

明て，その他細胞浸潤なども認められた。これらの mf

な中心とする心筋の退行変性と，肺組織の石灰沈着はと

もに寄生虫に起因するものと思われるが，コトンラ ット

のこれらの病変に関しては，Scottと Cross(1945）及び

Wharton (19 4 7）の報告があり，Scottは肺胞細胞の増

殖とエオヂン噌好性細胞の局所出現を 報告して い る。

Wharton (1947)は成虫分泌物によるアレルギ一変化と
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機械的刺戟による炎症性変化から以上の心及び肺組織そ

の他の病変を説明している。腎臓はコントラットては石

灰沈着の他特別な変化を認めないが人その他の動物の糸

状虫症剖見例ては石灰沈訴のほか慢性間質性記るいは里

会、性腎炎様の変化が報告されている。とくに石灰沈着に

関しては村~（1908）の mf によるという報告と ， その門下

久米久之 （1930）の否という詳細な報告があるが，コト

ンラットても mfによる石灰円柱とは思われない。 肝臓

も人に見られる様な中心筋脈の萎縮， 壊死などもなく ，

牌も肥大にも抱らず特別な所見は見られず，脳の主だら

様組怒化も mfによるか否か明らかでない。 Wahrton

(1947）のいうアレルギ一変化と別に成虫， mfの組織

穿通による刺戟性炎症も考えられるが以上の所見♂らは

これを断定する根拠は得られない。

総括

1. コト ンラッ ト糸状虫 Lt"tomosoz"descan泌 を10代

Jj・57頭に感染させえた，そのうち15頭の感染経過と，10

頭の解剖所見を報告した。 感染経過は糸状虫感染後から

m f出現までの50日から78日， 平均64日であった。ミク

ロフィラリア出現後コトンラッ トは，19日～264日平均

119.9日て死亡した。

成虫寄宇部位は全例胸腔て 100以上の寄生例4頭に腹

腔内寄生を認めたが，腹腔単独の寄生はみられなかった。

寄生虫体総数は 708～7，平均 156.2て性比は雄虫に対

して雌虫2て、あった。

解剖所見は肉眼的には，10頭中 2頭：こ心嚢水腫，1頭

に新生物を認めたほか，心外股，肋膜の肥厚と乳明様突

起が見られた。摘出された虫体は大部分体腔内に遊離し

ていたが，少数虫体の宿主組織による器質化の像が認め

られた。

顕微鏡的に主要な病変は，心臓，肺臓に兄られた炎症

性変化， とくに紙毛様，乳瞬様突起である。その他組

織の膨化組怒化，単核性細胞浸潤なども見られた。 mf

はこれ等組織の肋膜下，肺胞，心筋，一部の淋巴腔など

に存在し，肺組織の石灰沈着，心筋の退行変性などの誘

因かとも推定された。その他の組織，器管には特別な病

変は見られなかっ任。
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以上の所見より，木糸状虫は主として胸腔に成虫が寄

生し，多数の感染をうけると次第に心霊炎，肋膜炎心霊

水腫，心筋変性などの変化を来して，凡そ6ヶ月余後に

死亡するものと思われる。

終 りに，本研究を終始，御指導御鞭提賜わった当研究
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真 2

写真 3
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写真 5
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写真 6

写真説明

1. 心嚢7J<J腫で、苑亡したコ トユ／ラヅトの開胸腹全税（フォ Jレマリユ／固定）

2. 同拡大心裂と成虫を認める（向上）

3. 心筋内の mf2疋（中央）

4. 胸腔内の成虫断面と肋膜の乳噛様突起

5. すし噛様突j包と肪膜の肥j手

6. 肺肋漠下組減内の mf

( 82 ) 
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Summary 

Litomosoides cannii, the cotton rat :filaria, has 

been kept in the laboratory since August, 1953. 

A total of 57 cotton ra句 wereinfected by successive 

10 generations, using Oηiithonyssus bacoti as the 

experimental intermediate host. The latent per・

iods varied from 50 to 82 days, with the mean 

of 72.9 days. Deaths of infected cotton rats took 

place after 19 to 264 days of the appearance of 

micro:filariae. 

By autopsies, the parasite was mainly recover-

ed from pleural cavities, a few from abdominal or 

peric訂 dialcavities. In two out of 10αses, re-

markable pericarditis could be demonstrated. 

Chronic inflamations of heart muscles and lungs, 

as well as papillar changes of pleura and perica-

tdium were observed by histological studies. 

Clinical and pathological :findings of the infected 

cotton rats are presented. 




